
塩
湖
に
浮
か
ぶ

バ
オ
バ
ブ
の
森
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クブ島では、個性的な姿をした
バオバブが多数見られる
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A.乾期の塩湖はカラカラに干上がるが、雨期になると一面に水がたまり、フラミンゴなどの渡り鳥がやってくる
B.ごつごつとした巨大な岩に覆われたクブ島。成長したバオバブの木は68本、幼木は7本が確認されている
C.バオバブについて説明するバンブ氏。彼が見つめる小さなバオバブは樹齢約30年という

BC

A

立
っ
て
い
る
。

　
「
２
キ
ロ
四
方
の
小
さ
な
島
に
75
本
も
の

バ
オ
バ
ブ
が
生
え
て
い
ま
す
。素
晴
ら
し
い

風
景
で
し
ょ
う
」と
バ
ン
ブ
氏
が
説
明
す
る
。

　

２
０
０
３
年
か
ら
本
格
的
に
活
動
を
始

め
た
こ
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
。そ
の
目
的
は
、現
金
収
入

の
な
い
地
元
住
民
の
仕
事
を
つ
く
る
こ
と

だ
。入
場
料
な
ど
の
観
光
収
入
は
公
平
に

分
配
し
、彼
ら
の
生
活
向
上
の
た
め
に
使
わ

れ
る
。

　

そ
し
て
も
う
一
つ
は
、島
の
環
境
保
護
。

以
前
は
、キ
ャ
ン
プ
用
の
薪
と
な
る
樹
木
の

伐
採
が
絶
え
な
か
っ
た
と
い
う
。「
島
独
自
の

植
生
を
守
る
た
め
に
も
、保
護
の
必
要
性
を

強
く
感
じ
ま
す
」と
話
す
。

　

ス
タ
ッ
フ
は
９
人
。こ
れ
ま
で
に
キ
ャ
ン
プ

地
を
13
カ
所
設
け
、ト
イ
レ
を
６
つ
整
備
し

た
。キ
ャ
ン
プ
用
の
薪
も
島
外
か
ら
調
達
し
、

販
売
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

D

E

D.クブ島には2カ所のチェックポイントがあり、厳重
に管理されている
E.人口約2,000人のンマツモ村。伝統的な土壁と
草ぶきの家々が並ぶ

　

３
６
０
度
、見
渡
す
限
り
塩
に
覆
わ
れ
た

白
い
大
地
が
広
が
っ
て
い
る
。ボ
ツ
ワ
ナ
北
部

に
あ
る
マ
カ
デ
ィ
カ
デ
ィ
パ
ン
は
、世
界
最
大

級
の
塩
の
湖
と
い
わ
れ
る
。中
で
も
興
味
深

い
の
は
、塩
湖
に
浮
か
ぶ
ク
ブ
島
だ
。こ
の
島

に
は
特
異
な
形
を
し
た
バ
オ
バ
ブ
が
数
多
く

自
生
す
る
。

　

北
部
の
町
フ
ラ
ン
シ
ス
タ
ウ
ン
か
ら
車
で

５
時
間
、マ
カ
デ
ィ
カ
デ
ィ
パ
ン
の
入
口
の
村
、

ン
マ
ツ
モ
に
着
い
た
。こ
の
村
に
は
、ク
ブ
島
を

保
護
・
管
理
し
、観
光
客
の
ガ
イ
ド
や
ツ
ア
ー

を
手
配
す
る
Ｎ
Ｇ
Ｏ「
ガ
イ
ン
グ
オ
ー・コ
ミ

ュニ
テ
ィ
ー・ト
ラ
ス
ト
」が
あ
る
。早
速
ツ
ア

ー
を
申
し
込
み
、Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

で
、ガ
イ
ド
兼
ド
ラ
イ
バ
ー
の
バ
ン
ブ
氏（
35
）

と
と
も
に
、ク
ブ
島
へ
向
か
っ
た
。

　

塩
湖
を
車
で
１
時
間
ほ
ど
走
る
と
、こ
ん

も
り
と
し
た
陸
地
が
見
え
て
き
た
。西
日

を
受
け
た
巨
大
な
バ
オ
バ
ブ
が
ど
っ
し
り
と

マカディカディパンの風景。レンタ
カーを借り、多くの観光客が訪れる

夕方、自転車に乗り、島の周りを
ゆっくりと巡回するNGOスタッフ
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夕
日
に
浮
か
ぶ
バ
オ
バ
ブ
を
見
て
か
ら
、

テ
ン
ト
へ
戻
っ
た
。そ
し
て
食
事
を
済
ま
せ
、

コ
ー
ヒ
ー
を
飲
み
な
が
ら
空
を
見
上
げ
る
。

漆
黒
の
闇
に
は
、天
の
川
ま
で
見
渡
せ
る
満

天
の
星
空
が
広
が
っ
て
い
る
で
は
な
い
か
。何

と
い
う
ぜ
い
た
く
な
夜
だ
ろ
う
。

　

翌
朝
は
日
の
出
前
か
ら
バ
オ
バ
ブ
の
森
に

入
っ
た
。ど
の
バ
オ
バ
ブ
も
実
に
ユ
ニ
ー
ク
な

姿
を
し
て
い
る
。強
風
を
受
け
、変
形
し
た

の
だ
と
い
う
。

　
「
03
年
は
２
０
０
人
で
し
た
が
、08
年
に
は

５
０
０
人
を
越
え
る
観
光
客
が
や
っ
て
来
ま

し
た
。塩
湖
の
ド
ラ
イ
ブ
や
乗
馬
、星
の
観

察
な
ど
も
計
画
中
で
す
」

　

観
光
客
の
さ
ら
な
る
増
加
を
目
指
し
、さ

ま
ざ
ま
な
ツ
ア
ー
を
企
画
す
る
バ
ン
ブ
氏
。

将
来
は
、長
老
に
よ
る
昔
語
り
や
伝
統
的
な

ダ
ン
ス
な
ど
、地
域
の
文
化
的
な
側
面
も
紹

介
し
て
い
き
た
い
と
い
う
。

　

同
じ
地
球
上
の
景
色
と
は
思
え
な
い
稀

有
な
風
景
が
広
が
る
マ
カ
デ
ィ
カ
デ
ィ
パ
ン
。

貴
重
な
自
然
環
境
を
保
護
し
な
が
ら
、地

元
住
民
の
生
活
向
上
を
図
る
地
道
な
取
り

組
み
が
続
い
て
い
る
。

F.バオバブの実。島からの持ち
出しは禁止されている
G.日干しレンガを作る女性。乾
燥後は家の材料となる
H.主食のモロコシをつく少年
I.わずかな野菜と衣服、日用品が
並ぶグエッタ村の市場

G

F

I

HJ.ひんやりとした空気の中、クブ島に朝日が昇る。やがてバオバブは赤く染まり、一日で最も美しい時間となる

K.かつて行われた儀礼で積み上げられた大量の石
L.粉状にしたモロコシは、お湯で溶き、よく練って食べる

K

L



首都 ： ハボロネ
面積 ： 58.2万ｋ㎡（日本の約1.5倍）
人口 ： 188万人（2007年）
公用語 ： 英語、ツワナ語
宗教 ： キリスト教、伝統宗教 
1人当たり国民総所得（GNI）： 5,840ドル（2007年）
経路 ： 直行便はなく、南アフリカ共和国やヨーロッパ経由が一般的。
通貨 ： プラ（BWP）　1BWP＝約12.9円（2010年6月現在）
気候 ： 雨期（夏：11～3月）と乾期（冬：4～10月）に分かれる。北部の雨期は非常に
暑く雨も多いが、南西部・中央部は乾燥し、乾期に気温が5度を下回ることも。

Botswana
ボツワナ

Illustration / Hori Takao

JICAの活動

人材育成で国内
産業に活気を
ダイヤモンド産業で経済の安定化を図るも、高失
業率や所得格差、HIV/エイズのまん延など、いま
だ多くの課題を抱えるボツワナ。JICAは「人づくり」
を柱に、こうした課題の解決に協力している。

　世界最大の産出量を誇るダイヤモン
ドなど豊富な鉱物資源を有し、急速な経
済成長を遂げるボツワナ。積極的な政
策により、教育や保健医療水準も安定
している。しかし、経済は鉱業に大きく依
存しているため、今後の成長にはリスク
が予想されるとともに、17.6％という高
失業率や所得格差の拡大という歪みも
生じている。また、15～49歳のHIV感
染率が25％と高いことも深刻な問題
だ。
　こうした課題の解決に向けて、JICA
は国内産業の活性化やHIV/エイズ対
策などにかかわる“人づくり”を支援。産
業人材の育成では、コンピューター技術
を指導するシニア海外ボランティアの
武田峰男さんが活動中だ。各職業の国
家資格試験などを運営するマディレロ

訓練試験センターで、新しい情報管理
システムの開発・実用化を進め、その運
用や保守が現地のエンジニアのみでで
きるよう指導している。「昨年末に、職業
訓練試験管理システムが完成しました。
それ以前は、試験結果のまとめや証明
書の発行などを迅速に行うのが難しか
った」と言う。現在は、センター全体にこ
のシステムを普及させ、業務の円滑化を
推進。「共通のデータベースシステムで
試験結果を管理できるようになり、みん
なで協力して作業を改善しようという意
欲が出てきた」と話す。
　一方、HIV/エイズのさらなるまん延防
止に向けて、より住民に近い“県レベル”
での対策を開始した同国。その調整・推
進役として、教育・保健医療・農業など
の担当省庁やNGOなどで構成される

「HIV/エイズ対策委員会」を設置した
が、計画・実施・モニタリングなどあらゆる
面で能力が十分ではない。そこでJICA
は、中央で委員会を指導する地方自治
省にJICA専門家を派遣。委員会のメン
バーや各県の担当職員のマネジメント
能力向上、技術支援などを通して、対策
の強化を図っている。

JICAが供与したパソコン
に導入された新システム
を使用する訓練試験セン
ターのスタッフ

HIV/エイズ対策を行うNGOを対象
に各地でワークショップを行う藤田直
子JICA専門家（中央）

牛肉の煮込み
「セスワ」

ボツワナ料理

地球ギャラリー
Vol.22

　
ボ
ツ
ワ
ナ
の
主
食
と
い
え
ば
、モ
ロ
コ
シ
の一
種
で

あ
る
ソ
ル
ガ
ム
粉
や
メ
イ
ズ
粉
を
お
湯
に
入
れ
て

こ
ね
た「
ボ
ホ
ベ
」や「
パ
リ
チ
」の
ほ
か
、豆
、米
な

ど
が
一
般
的
。お
か
ず
１
〜
２
品
と
一
緒
に
皿
に

盛
り
付
け
、混
ぜ
な
が
ら
食
べ
る
の
が
ボ
ツ
ワ
ナ

流
だ
。

　

食
べ
る
こ
と
に
目
が
な
い
ボ
ツ
ワ
ナ
人
が
特
に

好
き
な
お
か
ず
は
肉
料
理
。広
大
な
土
地
で
伸

び
伸
び
と
育
っ
た
牛
の
肉
は
、身
が
引
き
締
ま
り

う
ま
味
が
凝
縮
さ
れ
て
い
る
上
、安
く
手
に
入
る

た
め
、シ
チ
ュ
ー
や
ブ
ラ
イ（
炭
焼
き
）と
な
っ
て

日
々
の
食
卓
に
上
る
。

　

そ
の
中
で
も
ボ
ツ
ワ
ナ
な
ら
で
は
の
一
品
が
、

長
時
間
煮
込
ん
だ
牛
肉
を
木
の
棒
で
た
た
き
コ

ン
ビ
ー
フ
風
に
し
た「
セ
ス
ワ
」。塩
以
外
の
調
味

料
を
使
わ
な
い
の
で
、肉
本
来
の
味
を
じ
っ
く
り

堪
能
で
き
る
。

　

冠
婚
葬
祭
に
欠
か
せ
な
い
メ
ニュ
ー
で
、結
婚
式

で
は
結
納
金
の
代
わ
り
に
解
体
し
た
牛
で
セ
ス
ワ

を
作
り
、親
戚
や
祝
い
客
に
ふ
る
ま
う
。ま
た
、大

勢
の
客
を
招
く
時
に
は
、屋
外
で
大
き
な
伝
統

鍋「
ピ
ッ
ツ
ァ
」を
使
っ
て
調
理
す
る
の
も
特
徴

だ
。

　

こ
の
国
で
は
、男
性
が
肉
料
理
を
担
当
す
る
の

が
伝
統
。冠
婚
葬
祭
な
ど
の
大
き
な
行
事
が
あ

る
と
、透
き
通
る
よ
う
な
青
い
空
の
下
、大
き
な

鍋
で
肉
の
煮
込
み
具
合
を
じ
っ
く
り
と
見
極
め

る
男
た
ち
の
姿
が
見
ら
れ
る
。

〈
セ
ス
ワ
〉

【
材
料（
4
人
前
）】

骨
付
き
牛
肉（
骨
な
し
で
も
可
）８
０
０
g
／
塩

少
々
／
水

【
作
り
方
】

１
．大
き
め
の
鍋
に
、適
度
な
大
き
さ
に
切
っ
た
牛

肉
と
肉
が
浸
る
く
ら
い
ま
で
水
を
入
れ
る
。

２
．鍋
を
火
に
か
け
、肉
が
柔
ら
か
く
な
る
ま
で（
３

〜
５
時
間
ほ
ど
）煮
込
む
。

３
．煮
汁
が
少
し
残
る
程
度
ま
で
煮
込
み
、肉
が
柔

ら
か
く
な
っ
た
ら
骨
を
取
り
除
く
。

４
．す
り
こ
ぎ
や
木
の
棒
で
肉
が
繊
維
状
に
な
る

ま
で
た
た
く
。

5
．塩
を
少
々
ふ
り
か
け
、味
を
な
じ
ま
せ
た
ら
完

成
。

in ボツワナ

HIV/エイズ対策を行う上
でどのような問題がある
かNGOに説明する県の
職員

カラハリ砂漠

南アフリカ

ツォディロ
ヒル

ハボロネ

チョベ国立公園

ボツワナ

「新システムの完成でITスタッフのやる気も向上し
てきた」と言う武田さん

屋外に設置したピッツァで「セスワ」を調理

文・写真＝飛永佳代（青年海外協力隊）
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